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１－１ 調査目的 

本調査は、東京電力福島第一原子力発電所の事故により避難生活を余儀なくされていた山木屋

地区住民の「帰還後の生活環境の改善」、「帰還に向けた諸施策の適切な実施に向けた取り組み」

を検討するための基礎資料とすることを目的とする。 

１－２ 調査内容 

※４－１ 使用調査票を参照のこと 

１－３ 調査設計 

（１）調査地域    川俣町山木屋地区 

（２）調査対象と標本数   世帯の代表者 ５３０世帯 

（３）調査手法    郵送にて配布・回収（自記式） 

（４）調査期間    平成３０年１１月１９日（月）～平成３０年１２月３日（月） 

（５）調査主体    復興庁、福島県、川俣町 

（６）調査機関    トッパン・フォームズ株式会社 

１－４ 回収結果 

有効回収数 ２６８世帯（有効回収率５０．６％） 

１－５ 報告書の見方 

・ 調査数（n = Number of cases）とは、回答者総数あるいは分類別の回答者数のことである。 

・ 回答の構成比は百分率であらわし、小数点第２位を四捨五入して算出している。従って、回

答比率の合計が１００％にならない場合がある。 

・ 回答者が２つ以上の回答をすることができる多肢選択式の質問においては、全ての選択肢の

比率を合計すると１００％を超える場合がある。 

・ 「その他」に内訳を記載している項目に関しては、個別の項目を合算して構成比を改めて算

出している。従って、内訳の回答比率の合計が、グラフ記載の「その他」の回答比率と合致

しない場合がある。 

・ 図表および文章中で、選択肢の語句等を一部簡略化している場合がある。 

・ 調査数（ｎ値）が少数（概ね３０を下回る）のものは、回答構成比の信頼性が低いため、文

章中の分析では言及していない。  
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２－１ 現在の状況 

２－１－１ 現在の職業（就業形態）（問３（１）） 

現在の職業（就業形態）については、「無職（職を探していない）」以外では、「会社員(勤め

人)（事務や内勤を主とする業務）」が１２．３％、「会社員(勤め人)（労務や外勤を主とする業

務）」が１１．６％と、ともに１割以上と高くなっている。 

＜図表２－１－１ 現在の職業（就業形態）＞ 

 

２－１－２ 世帯人数（問５・問１０・問１４・問１９） 

震災発生当時の世帯人数は、「２人」が６０世帯と最も多く、次いで「３人」が４５世帯、

「４人」が３９世帯となっている。 

現在の世帯人数でも「２人」が７１世帯と最も多いが、次いで高いのは「１人」の４２世帯

であり、「３人」は３８世帯となっている。 

＜図表２－１－２ 世帯人数＞ 

 

全　体

(%)

無回答

自営業・会社経営者

（休業中）

会社員(勤め人)

（労務や外勤を主とする業務）

無職

（職を探していない） その他

自営業・会社経営者
（継続中もしくは再開済）

会社員(勤め人)
（事務や内勤を主とする業務）

パート・
アルバイト

無職
（職を探している）

7.1 4.9 12.3 11.6 6.7 38.1 3.4 5.2 10.8

凡 例

n=268

世帯数 世帯数

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人
以上

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人
以上

震災発生当時 現　在
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２－１－３ 現在の居住自治体（問８・問１２・問１７） 

現在の居住自治体については、「山木屋地区」が３５．８％と最も高く、次いで「福島市」が

２３．１％、「川俣町（山木屋地区以外）」が１９．０％となっている。 

＜図表２－１－３ 現在の居住自治体＞ 

 

２－１－４ 現在の住居形態〔山木屋地区に居住している方〕（問９） 

現在の住居形態〔山木屋地区に居住している方〕については、「元の山木屋の持ち家（自宅）

（建て替える場合を含む）」が８８．５％と最も高く、約９割を占めている。 

＜図表２－１－４ 現在の住居形態〔山木屋地区に居住している方〕＞ 

 

※問８で「山木屋地区に帰還している」と回答した方のみ 

  

全　体

(%)

川俣町

（山木屋地区以外）

福島県内の

その他の市町村

福島県外山木屋地区 福島市 郡山市 二本松市 無回答

35.8 19.0 23.1 1.5 3.4 2.6 1.1 13.4

凡 例

n=268

全　体

(%)

元の山木屋の

持ち家（自宅）

（建て替える場合を含む）

民間賃貸住宅

（一戸建）

山木屋の自宅とは

別の場所に新たに

一戸建の持ち家を建てた

家族のどなたかの

お住まい・実家 無回答

88.5 1.0

1.0

1.0 8.3

凡 例

n=96
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２－１－５ 現在の住居形態〔川俣町（山木屋地区以外）に 

居住している方〕（問９・問１８） 

現在の住居形態〔川俣町（山木屋地区以外）に居住している方〕については、「持ち家（ご本

人またはご家族所有）」が４５．１％と最も高く、次いで「公営住宅（復興公営住宅も含む。有

償）」が３５．３％となっている。 

＜図表２－１－５ 現在の住居形態〔川俣町（山木屋地区以外）に居住している方〕＞ 

 

※問８で「山木屋地区以外の川俣町内に転居している」または問１７で「川俣町（山木屋地区以外）」と回答した方のみ 

２－１－６ 現在の住居形態〔川俣町以外に居住している方〕 

（問１３・問１８） 

現在の住居形態〔川俣町以外に居住している方〕については、「持ち家（ご本人またはご家族

所有）」が６８．９％と最も高く、次いで「民間賃貸住宅（有償）」が８．９％、「家族のどなた

かのお住まい・実家」が７．８％となっている。 

＜図表２－１－６ 現在の住居形態〔川俣町以外に居住している方〕＞ 

 

※問８で「川俣町外に転出している」または問１７で「川俣町（山木屋地区以外）」以外と回答した方のみ 

  

全　体

(%)

応急仮設住宅

（プレハブ型。無償） 親戚・知人宅 その他

応急仮設住宅

（民間住宅・公営住宅などの借り上げ型。無償）

無回答

持ち家（ご本人

またはご家族所有）

公営住宅（復興公営

住宅も含む。有償）

民間賃貸住宅

（有償）

3.9 3.9 35.3 2.0 3.9 45.1 3.9 2.0

凡 例

n=51

全　体

(%)

持ち家

（ご本人または
ご家族所有）

その他

無回答

応急仮設住宅

（民間住宅・公営住宅などの
借り上げ型。無償）

公営住宅

（復興公営住宅も含む。

有償）

民間賃貸住宅
（有償）

給与住宅

（社宅、公務員宿舎など）

家族のどなたかの
お住まい・実家

親戚・知人宅

5.6 1.1 8.9 2.2 7.8 1.1 68.9 1.1 3.3

凡 例

n=90
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２－２ 将来の意向 

２－２－１ 山木屋地区への帰還意向（問８・問２０） 

山木屋地区への帰還意向については、「山木屋地区に帰還している」が３５．８％と最も高

く、次いで「川俣町外に転居している」が１５．７％、「戻らないと決めている」が１３．１％

となっている。 

回答者の年齢別にみると、「山木屋地区に帰還している」は６０代で５２．３％、７０代以上

で３９．０％であり、高い年代で割合が高くなっている。一方、回答者の人数は２０名未満と

少ないが、１０～２０代と３０代では「戻らないと決めている」の割合が最も高く、４０代で

は「川俣町外に転出している」の割合が最も高くなっている。 

＜図表２－２－１ 山木屋地区への帰還意向（年齢別）＞ 

 
  

全　体

(%)

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

戻りたいと考えている

(将来的な希望も含む)

山木屋地区に

帰還している

まだ判断が

つかない

戻らないと

決めている

山木屋地区以外の

川俣町内に転居している

無回答

川俣町外に

転出している

35.8

6.3

6.7

21.9

52.3

39.0

6.3

13.3

12.5

5.8

5.7

8.2

12.5

6.7

9.4

9.3

6.7

13.1

57.1

37.5

6.7

18.8

7.0

10.5

10.1

13.3

12.5

8.1

12.4

15.7

28.6

31.3

46.7

15.6

11.6

11.4

10.8

14.3

12.5

6.7

9.4

5.8

14.3

凡 例

n=268

n=7

n=16

n=15

n=32

n=86

n=105
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２－２－２ 山木屋地区での今後の生活において必要な支援（問１１） 

山木屋地区での今後の生活において必要な支援については、「医療、介護福祉施設の再開や新

設」が６４．６％と最も高く、次いで「公共交通機関の充実」が５３．１％、「更なる放射線量

の低減」が４３．８％、「更なる防犯防火対策の強化」が４２．７％となっている。 

＜図表２－２－２ 山木屋地区での今後の生活において必要な支援＞ 

 

※問８で「山木屋地区に帰還している」と回答した方のみ 

※複数回答可 

  

n=96

医
療

、
介
護
福
祉
施
設
の
再
開
や
新
設

公
共
交
通
機
関
の
充
実

更
な
る
放
射
線
量
の
低
減

更
な
る
防
犯
防
火
対
策
の
強
化

商
業
施
設
の
再
開

、
充
実

営
農
・
事
業
再
開
へ
の
継
続
的
支
援

子
ど
も
・
高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
見
守
り
活

動
の
充
実

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
な
ど
通
信
環

境
の
改
善

雇
用
確
保
・
就
業
サ
ポ
ー

ト

町
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動
・
生
涯
学
習
の
機

会 放
射
線
リ
ス
ク
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
充

実 教
育

、
保
育
環
境
の
整
備

そ
の
他

無
回
答

64.6 

53.1 

43.8 42.7 39.6 37.5 
33.3 

24.0 
18.8 18.8 16.7 

10.4 
4.2 5.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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２－２－３ 山木屋地区への帰還時期（問２１） 

山木屋地区への帰還時期については、「すぐに戻りたい（１年以内）」が３５．３％、「３年以

内に戻りたい」が２３．５％、「時期は決めていないがいずれ戻りたい」が４１．２％となって

いる。 

＜図表２－２－３ 山木屋地区への帰還時期＞ 

 

※問２０で「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した方のみ 

２－２－４ 山木屋地区へ帰還する場合の家族（問２２） 

山木屋地区へ帰還する場合の家族については、「現在検討しているところ」が４７．１％と 

最も高く、次いで「家族全員での帰還を考えている」が３５．３％、「まだわからない」が 

１１．８％となっている。 

＜図表２－２－４ 山木屋地区へ帰還する場合の家族＞ 

 

※問２０で「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した方のみ 

  

全　体

(%)

すぐに戻りたい（１年以内） ３年以内に戻りたい 時期は決めていないがいずれ戻りたい

35.3 23.5 41.2

凡 例

n=17

全　体

(%)

家族全員での
帰還を考えている 現在検討しているところ まだわからない 無回答

35.3 47.1 11.8 5.9

凡 例

n=17
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２－２－５ 山木屋地区へ帰還する場合に希望する住居形態（問２３） 

山木屋地区へ帰還する場合に希望する住居形態については、「元の山木屋の持ち家（自宅）

（建て替える場合を含む）」が８２．４％と最も高く、８割以上を占めている。 

＜図表２－２－５ 山木屋地区へ帰還する場合に希望する住居形態＞ 

 

※問２０で「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した方のみ 

２－２－６ 山木屋地区に帰還する場合に今後の生活において必要な支援 

（問２４） 

山木屋地区に帰還する場合に今後の生活において必要な支援については、「医療、介護福祉施

設の再開や新設」が８８．２％と最も高く、次いで「公共交通機関の充実」が７０．６％、「営

農・事業再開への継続的支援」が６４．７％となっている。 

＜図表２－２－６ 山木屋地区に帰還する場合に今後の生活において必要な支援＞ 

 
※問２０で「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した方のみ 

全　体

(%)

元の山木屋の持ち家（自宅）
（建て替える場合を含む）

山木屋の自宅とは別の場所に
新たに一戸建の持ち家を建てたい その他 無回答

82.4 5.9 5.9 5.9

凡 例

n=17

n=17

医
療

、
介
護
福
祉
施
設
の
再
開
や
新
設

公
共
交
通
機
関
の
充
実

営
農
・
事
業
再
開
へ
の
継
続
的
支
援

更
な
る
放
射
線
量
の
低
減

商
業
施
設
の
再
開

、
充
実

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
な
ど
通
信
環

境
の
改
善

更
な
る
防
犯
防
火
対
策
の
強
化

放
射
線
リ
ス
ク
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
充

実 町
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動
・
生
涯
学
習
の
機

会 子
ど
も
・
高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
見
守
り
活

動
の
充
実

教
育

、
保
育
環
境
の
整
備

雇
用
確
保
・
就
業
サ
ポ
ー

ト

そ
の
他

無
回
答

88.2 

70.6 
64.7 

52.9 

41.2 

23.5 
17.6 17.6 17.6 17.6 

11.8 11.8 

0.0 
5.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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２－２－７ 山木屋地区への帰還を判断するために必要なこと（問２５） 

山木屋地区への帰還を判断するために必要なことについては、「医療機関の充実」と「商業施

設の充実」がともに５０．０％と最も高く、次いで「鉄道など公共交通機関の充実」と「どの

程度の住民が戻るかの状況」がともに４０．９％となっている。 

＜図表２－２－７ 山木屋地区への帰還を判断するために必要なこと＞ 

 

※問２０で「まだ判断がつかない」と回答した方のみ 

※複数回答可 

  

医
療
機
関
の
充
実

商
業
施
設
の
充
実

鉄
道
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
充
実

ど
の
程
度
の
住
民
が
戻
る
か
の
状
況

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
関
す
る
情
報

（
事
故
収
束
や
廃
炉
の
状
況

）

放
射
線
量
の
低
下
の
見
通
し

、
除
染
成
果
の

状
況

働
く
場
の
確
保
の
見
通
し

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

介
護
・
福
祉
施
設
の
充
実

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
に
関
す
る
情
報

中
間
貯
蔵
施
設
の
情
報

保
育
・
教
育
環
境
の
充
実

公
営
住
宅
・
居
住
環
境
の
整
備

住
宅
確
保
へ
の
支
援
に
関
す
る
情
報

そ
の
他

現
時
点
で
家
族
間
の
意
見
が
分
か
れ
て
お

り

、
帰
還
意
向
に
つ
い
て
回
答
で
き
な
い

現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
情
報
が
あ
れ
ば
判

断
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い

無
回
答

n=22

50.0 50.0 

40.9 40.9 
36.4 

27.3 27.3 27.3 
22.7 

18.2 

9.1 
4.5 

0.0 0.0 
4.5 

0.0 0.0 

9.1 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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２－２－８ 山木屋地区に帰還しない理由（問２７） 

山木屋地区に帰還しない理由については、「避難先の方が、生活利便性が高いから」と「すで

に生活基盤ができているから」がともに５４．３％と最も高く、次いで「医療環境に不安があ

るから」が４０．０％、「介護・福祉サービスに不安があるから」が３７．１％となっている。 

＜図表２－２－８ 山木屋地区に帰還しない理由＞ 

 

※問２０で「戻らないと決めている」と回答した方のみ 

※複数回答可 

  

n=35

放
射
線
量
が
低
下
せ
ず
不
安
だ
か
ら

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
不
安
が
あ
る
か
ら

飲
用
水
な
ど
の
生
活
用
水
の
安
全
性
に
不
安
が
あ
る
か
ら

医
療
環
境
に
不
安
が
あ
る
か
ら

介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
不
安
が
あ
る
か
ら

生
活
に
必
要
な
商
業
施
設
な
ど
が
元
に
戻
り
そ
う
に
な
い
か
ら

山
木
屋
地
区
に
戻

っ
て
も
仕
事
が
な
さ
そ
う
だ
か
ら

山
木
屋
地
区
外
へ
の
移
動
交
通
が
不
便
だ
か
ら

家
が
汚
損
・
劣
化
し

、
住
め
る
状
況
で
は
な
い
か
ら

道
路
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
不
安
が
あ
る
か
ら

保
育
・
教
育
環
境
に
不
安
が
あ
る
か
ら

営
農
な
ど
が
で
き
そ
う
に
な
い
か
ら

山
木
屋
地
区
で
の
事
業
の
再
開
が
難
し
い
か
ら

避
難
先
の
方
が

、
生
活
利
便
性
が
高
い
か
ら

す
で
に
生
活
基
盤
が
で
き
て
い
る
か
ら

高
齢
者
・
要
介
護
者
の
い
る
世
帯
な
の
で
生
活
が
不
安
だ
か
ら

鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
心
配
だ
か
ら

震
災
前
の
山
木
屋
地
区
に
戻
る
の
に
時
間
が
か
か
る
か
ら

避
難
先
で
仕
事
を
見
つ
け
て
い
る
か
ら

今
の
環
境
で
子
ど
も
の
教
育
を
継
続
さ
せ
た
い
か
ら

他
の
住
民
も
戻
り
そ
う
に
な
い
か
ら

防
災
・
防
犯
に
関
し
て
不
安
が
あ
る
か
ら

子
供
の
遊
び
場

（
屋
内
・
屋
外

）
が
無
い
か
ら

そ
の
他

【今後の生活に関わるもの】【山木屋地区の復旧状況に関わるもの】【帰還の前提・健
康に関わるもの】

31.4 
25.7 22.9 

40.0 37.1 
31.4 28.6 28.6 

22.9 20.0 17.1 
11.4 8.6 

54.3 54.3 

28.6 25.7 25.7 25.7 25.7 
20.0 20.0 

14.3 14.3 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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２－２－９ 山木屋地区に帰還しない場合に居住を希望する自治体 

（問２８） 

山木屋地区に帰還しない場合に居住を希望する自治体については、「福島市」が４０．０％と

最も高く、次いで「川俣町（山木屋地区以外）」が１７．１％、「郡山市」と「二本松市」がと

もに８．６％となっている。 

＜図表２－２－９ 山木屋地区に帰還しない場合に居住を希望する自治体＞ 

 

※問２０で「戻らないと決めている」と回答した方のみ 

２－２－１０ 山木屋地区に帰還しない場合に今後の住まいとして希望する 

住居形態（問２９） 

山木屋地区に帰還しない場合に今後の住まいとして希望する住居形態については、「持ち家

（一戸建）」が５４．３％と最も高く、次いで「民間賃貸住宅（集合住宅）」と「公営住宅（復

興公営住宅を含む）」がともに８．６％となっている。「現時点では判断できない」も８．６％

となっている。 

＜図表２－２－１０ 山木屋地区に帰還しない場合に今後の住まいとして希望する住居形態＞ 

 

※問２０で「戻らないと決めている」と回答した方のみ 

  

全　体

(%)

福島市 郡山市 二本松市 無回答本宮市

川俣町（山木屋

地区以外） 会津若松市

40.0 8.6 8.6 2.9 17.1 2.9 20.0

凡 例

n=35

全　体

(%)

無回答

持ち家

（一戸建）

民間賃貸住宅

（集合住宅）

公営住宅（復興

公営住宅を含む）

家族のどなたかの

お住まい・実家

現時点では

判断できない

54.3 8.6 8.6 5.7 8.6 14.3

凡 例

n=35
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２－２－１１ 山木屋地区に帰還しない場合に今後の生活において 

必要な支援（問３０） 

山木屋地区に帰還しない場合に今後の生活において必要な支援については、「町役場からの 

継続的な情報提供」が４８．６％と最も高く、次いで「継続的な健康管理の支援」が 

２５．７％、「住宅の確保の支援」が１７．１％となっている。「特にない」は８．６％となっ

ている。 

＜図表２－２－１１ 山木屋地区に帰還しない場合に今後の生活において必要な支援＞ 

 
※問２０で「戻らないと決めている」と回答した方のみ 

※複数回答可 

  

n=35

特
に
な
い

町
役
場
か
ら
の
継
続
的
な
情
報
提
供

継
続
的
な
健
康
管
理
の
支
援

住
宅
の
確
保
の
支
援

一
時
帰
宅
支
援

雇
用
確
保
の
支
援

そ
の
他

無
回
答

8.6 

48.6 

25.7 
17.1 

5.7 
0.0 2.9 

20.0 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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２－２－１２ 山木屋地区との「つながり」を保ちたいか 

（問１６・問２６・問３１） 

山木屋地区との「つながり」を保ちたいかについて「そう思う」の割合をみると、帰還の判

断がまだつかない方で４５．５％と高く、戻らないと決めている方では３７．１％、川俣町外

に転出した方では３８．１％であった。 

一方、「そう思わない」の割合をみると、戻らないと決めている方で１７．１％と高く、帰還

の判断がまだつかない方では４．５％、川俣町外に転出した方では９．５％であった。 

＜図表２－２－１２ 山木屋地区との「つながり」を保ちたいか（帰還意向別）＞ 

 

※問８で「川俣町外に転出している」、問２０で「まだ判断がつかない」「戻らないと決めている」と回答した方のみ 

帰還の判断が
まだつかない方

(%)

戻らないと
決めている方

川俣町外に
転出した方

そう思う わからない そう思わない 無回答

45.5

37.1

38.1

45.5

34.3

50.0

4.5

17.1

9.5

4.5

11.4

2.4

凡 例

n=22

n=35

n=42



Ⅱ 調査結果のまとめ 

19 

２－２－１３ 山木屋地区との「つながり」を保つために必要な施策 

（問１６－１・問２６－１・問３１－１） 

山木屋地区との「つながり」を保つために必要な施策については、帰還の判断がまだつかな

い方、戻らないと決めている方、川俣町外に転出した方のいずれにおいても「情報発信の充

実」が最も高くなっている。 

帰還の判断がまだつかない方では「地域づくりへの参加機会の創出」も「情報発信の充実」

とともに６０．０％と最も高い割合となっている。戻らないと決めている方では「住民参加行

事の充実」と「地区内での宿泊施設、交流施設の充実」がともに２３．１％と２番目に高くな

っている。川俣町外に転出した方では「住民参加行事の充実」が４３．８％と２番目に高くな

っている。 

＜図表２－２－１３ 山木屋地区との「つながり」を保つために必要な施策（帰還意向別）＞ 

 

※問１６、問２６、問３１で「そう思う」と回答した方のみ 

※複数回答可 

  

帰還の判断が
まだつかない方

戻らないと
決めている方

川俣町外に
転出した方

n=10 n=13 n=16

情報発信の充実

地域づくりへの参加機会の創出

住民参加行事の充実

地区内で働く場の整備

地区内での宿泊施設、交流施設
の充実

その他

無回答

60.0

60.0

50.0

40.0

10.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

69.2

7.7

23.1

7.7

23.1

0.0

7.7

0% 50% 100%

75.0

37.5

43.8

18.8

25.0

0.0

0.0

0% 50% 100%
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３－１ 回答者の属性 

３－１－１ 性別 

問１ 性別を教えてください。（○は１つ） 

＜図表３－１－１ 性別＞ 

 

３－１－２ 年齢 

問２ あなたの現在の年齢を教えてください。（○は１つ） 

＜図表３－１－２ 年齢＞ 

 
  

全　体

(%)

男性 女性 無回答

70.1 23.9 6.0

凡 例

n=268

全　体

(%)

７０代以上 無回答１０～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代

2.6 6.0 5.6 11.9 32.1 39.2 2.6

凡 例

n=268
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３－１－３ 現在の職業（就業形態） 

問３ 現在のあなたの職業を教えてください。仕事に就いている方は、業種も教えてください。 

なお、２つ以上の職業を持っている場合は、主な収入源になっている職業を教えてください。 

（１）職業（就業形態）（○は１つ） 

＜図表３－１－３ 現在の職業（就業形態）（年齢別）＞ 

 

  

全　体

(%)

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

無回答

パート・

アルバイト

自営業・会社経営者

（継続中もしくは再開

済）

会社員(勤め人)

（事務や内勤を主とす

る業務） 団体職員

無職

（職を探していない） その他

自営業・会社経営者

（休業中）

会社員(勤め人)

（労務や外勤を主とす

る業務） 公務員 学生

無職

（職を探している）

7.1

14.3

6.3

6.7

6.3

12.8

2.9

4.9

3.1

9.3

3.8

12.3

28.6

50.0

46.7

31.3

5.8

1.0

11.6

14.3

33.3

40.6

14.0

0.4

14.3

6.7

14.3

12.5

6.7

3.1

11.6

2.9

38.1

14.3

18.8

3.1

29.1

68.6

3.4

6.7

6.3

2.3

3.8

4.9

6.3

5.8

6.7

10.8

6.3

6.3

9.3

10.5

凡 例

n=268

n=7

n=16

n=15

n=32

n=86

n=105
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３－１－４ 現在の業種 

【仕事に就いている方（問３（１）で「１」から「７」、「１１」と回答した方）にうかがいます。】 

問３ 現在のあなたの職業を教えてください。仕事に就いている方は、業種も教えてください。 

なお、２つ以上の職業を持っている場合は、主な収入源になっている職業を教えてください。 

（２）業種（○は１つ） 

＜図表３－１－４ 現在の業種（年齢別）＞ 

 

  

全　体

(%)

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

無回答

農・林・漁・

畜産業 製造業 金融・保険業 教育 その他運輸業

建設業

電気・ガス・

水道業

卸・小売り・飲食、

サービス業 医療・福祉 公務

21.9

16.7

8.3

14.3

3.7

31.4

38.9

13.3

14.3

25.9

11.8

11.1

24.2

50.0

33.3

35.7

29.6

19.6

5.6

2.3

3.7

3.9

3.1

14.8

14.1

16.7

16.7

21.4

14.8

11.8

11.1

1.6

8.3

3.7

1.6

8.3

7.1

2.3

8.3

3.9

2.3

16.7

8.3

7.1

5.5

3.7

5.9

16.7

7.8

8.3

11.8

16.7

凡 例

n=128

n=6

n=12

n=14

n=27

n=51

n=18
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３－２ 東日本大震災発生当時の状況 

３－２－１ 震災発生当時の住まいの行政区 

問４ 震災発生当時にお住まいだった行政区を教えてください。（○は１つ） 

＜図表３－２－１ 震災発生当時の住まいの行政区＞ 

 

３－２－２ 震災発生当時の世帯構成・人数 

問５ 「震災発生当時」に、あなたを含めて一緒に住んでいた方の人数を教えてください。 

あなた自身を含めて、「当時の」年齢・学齢にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答） 

＜図表３－２－２ 震災発生当時の世帯構成・人数＞ 

 

n=268

１
区

甲
２
区

乙
２
区

３
区

４
区

５
区

６
区

７
区

甲
８
区

乙
８
区

９
区

不
明

無
回
答

3.4 

11.9 
9.3 

6.3 

10.4 
7.8 

12.3 

6.7 
7.8 

12.7 

6.7 

0.0 

4.5 

0%

10%

20%

30%

n=268 n=268

未
就
学
児

（
小
学
校
入
学
前

）
の
い

る
世
帯

小
学
生
の
い
る
世
帯

中
学
生
の
い
る
世
帯

１
５
歳
以
上
１
８
歳
未
満

（
中
学
生

を
除
く

）
の
い
る
世
帯

１
８
歳
以
上
６
５
歳
未
満
の
い
る
世

帯 ６
５
歳
以
上
の
い
る
世
帯

無
回
答

１
８
歳
未
満
の
い
る
世
帯

６
５
歳
以
上
だ
け
の
世
帯

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

※集計結果を
基に再集計

7.1 10.4 
6.0 

10.1 

72.4 71.6 

6.3 

23.9 20.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

8.6 

22.4 
16.8 14.6 11.6 9.3 

5.6 4.9 6.3 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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３－２－３ 震災発生当時の住居形態 

問６ 震災発生当時にお住まいだった住宅は、どのような形態でしたか。（○は１つ） 

＜図表３－２－３ 震災発生当時の住居形態＞ 

 

３－２－４ 震災発生当時の住まいの現在の状況 

【問６で「５.持ち家（一戸建）」「６.持ち家（集合住宅）」と回答した方にうかがいます。】 

問６－１ 震災発生当時にお住まいだった住宅は、現在どのような状況ですか。（○は１つ） 

＜図表３－２－４ 震災発生当時の住まいの現在の状況＞ 

 
  

全　体

(%)

民間賃貸住宅

（一戸建）

給与住宅

（社宅、公務員宿舎など） その他 無回答

家族のどなたかの

お住まい・実家

民間賃貸住宅

（集合住宅） 持ち家（一戸建） 親戚・知人宅

3.7

1.1

1.1 78.0 7.5 1.52.6 4.5

凡 例

n=268

〔その他の内訳〕

公営住宅 0.7%

持ち家（集合住宅） 0.7%

その他 1.1%

全　体

(%)

無回答

改修または

建て替え中

解体をせざるを

得ない被害、

劣化などがみられる

修理すれば

住める状況

特に損傷はない

既に解体している わからない

9.0 25.6 17.5 25.1 14.2 1.9 6.6

凡 例

n=211
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３－２－５ 震災発生当時の住まいの現在の被害状況 

【問６－１で「１.解体をせざるを得ない被害、劣化などがみられる」「２.修理すれば住める状況」と 

回答した方にうかがいます。】 

問６－２ 震災発生当時にお住まいだった住宅は、現在どのような被害や劣化などがありますか。 

（○はいくつでも） 

＜図表３－２－５ 震災発生当時の住まいの現在の被害状況＞ 

 
  

n=73

カ
ビ
が
多
く
発
生
し
て
い
る

雨
漏
り
の
形
跡
が
み
ら
れ
る

動
物
な
ど
が
侵
入
し
た
跡
が
あ
り
荒
れ
て
い

る 地
震
の
影
響
と
思
わ
れ
る
大
き
な
損
壊
な
ど

が
あ
る

屋
内
の
放
射
線
量
が
高
い

（
屋
外
と
同
等
程

度

）

解
体
中

、
ま
た
は
解
体
の
手
続
き
中

火
災
被
害
を
受
け
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

63.0 

38.4 
34.2 

26.0 

12.3 

2.7 1.4 

17.8 

8.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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３－３ 現在の状況 

３－３－１ 避難指示解除後の状況 

問７ 避難指示解除後の現状を教えてください。（○は１つ） 

＜図表３－３－１ 避難指示解除後の状況（年齢別）＞ 

 

全　体

(%)

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

避難を終了している（再建済み） 避難を継続している 無回答

62.3

28.6

37.5

66.7

53.1

72.1

63.8

30.2

71.4

56.3

33.3

40.6

24.4

24.8

7.5

6.3

6.3

3.5

11.4

凡 例

n=268

n=7

n=16

n=15

n=32

n=86

n=105
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３－３－２ 避難終了後の状況 

【問７で「１.避難を終了している（再建済み）」と回答した方にうかがいます。】 

問８ 避難終了後の状況を教えてください。（○は１つ） 

＜図表３－３－２－１ 避難終了後の状況（年齢別）＞ 

 
  

全　体

(%)

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

山木屋地区に帰還している
山木屋地区以外の

川俣町内に転居している 川俣町外に転出している 無回答

57.5

16.7

10.0

41.2

72.6

61.2

16.2

20.0

23.5

11.3

19.4

25.1

100.0

83.3

70.0

29.4

16.1

17.9

1.2

5.9

1.5

凡 例

n=167

n=2

n=6

n=10

n=17

n=62

n=67
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＜図表３－３－２－２ 避難終了後の状況（震災発生当時の住まいの行政区別）＞ 

 

  

全　体
(%)

１区

甲２区

乙２区

３区

４区

５区

６区

７区

甲８区

乙８区

９区

山木屋地区に帰還している

山木屋地区以外の

川俣町内に転居している 川俣町外に転出している 無回答

57.5

50.0

57.9

82.4

45.5

59.1

66.7

52.0

61.5

57.1

50.0

66.7

16.2

15.8

5.9

27.3

31.8

8.3

12.0

7.7

14.3

31.3

11.1

25.1

50.0

26.3

11.8

27.3

9.1

16.7

36.0

30.8

21.4

18.8

22.2

1.2

8.3

7.1

凡 例

n=167

n=4

n=19

n=17

n=11

n=22

n=12

n=25

n=13

n=14

n=16

n=9
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３－３－３ 現在の住居形態〔川俣町内に住んでいる方〕 

【問８で「１.山木屋地区に帰還している」「２.山木屋地区以外の川俣町内に転居している」と 

回答した方にうかがいます。】 

問９ 現在のお住まいは、どのような形態ですか。（○は１つ） 

＜図表３－３－３ 現在の住居形態〔川俣町内に住んでいる方〕＞ 

 

３－３－４ 現在の住まいを山木屋の元の持ち家以外とした理由 

【問９で「５.山木屋の自宅とは別の場所に新たに一戸建の持ち家を建てた」「６.山木屋の自宅とは 

別の場所に分譲集合住宅を購入した」と回答した方にうかがいます。】 

問９－１ 山木屋の元の持ち家以外とした理由は、何ですか。（○はいくつでも） 

＜図表３－３－４ 現在の住まいを山木屋の元の持ち家以外とした理由＞ 

  

全　体

(%)

元の山木屋の

持ち家（自宅）

（建て替える場合を含む） 公営住宅

山木屋の自宅とは

別の場所に新たに

一戸建の持ち家を建てた その他 無回答

69.9 6.5 11.4 4.9 7.3

凡 例

n=123

〔その他の内訳〕

民間賃貸住宅（一戸建） 0.8%

民間賃貸住宅（集合住宅） -

山木屋の自宅とは別の場所に分譲集合住宅を購入した 0.8%

給与住宅（社宅など） -

家族のどなたかのお住まい・実家 0.8%

親戚・知人宅 0.8%

その他 1.6%

n=15

元
の
山
木
屋
の
持
ち
家

（
自

宅

）
周
辺
に
住
む
人
が
少
な

い
と
思
う
か
ら

元
の
山
木
屋
の
持
ち
家

（
自

宅

）
が
荒
廃
し
て
い
る
か
ら

元
の
山
木
屋
の
持
ち
家

（
自

宅

）
周
辺
の
放
射
線
量
の
高

さ
が
心
配
だ
か
ら

そ
の
他

無
回
答

53.3 

26.7 
20.0 

26.7 
20.0 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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３－３－５ 現在の世帯構成・人数〔川俣町内に住んでいる方〕 

【問８で「１.山木屋地区に帰還している」「２.山木屋地区以外の川俣町内に転居している」と 

回答した方にうかがいます。】 

問１０ 「現在」、あなたを含めて一緒に住んでいる方の人数を教えてください。あなた自身を 

含めて、「現在の」年齢・学齢にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答） 

＜図表３－３－５ 現在の世帯構成・人数〔川俣町内に住んでいる方〕＞ 

 

  

n=123 n=123

未
就
学
児

（
小
学
校
入
学
前

）
の
い

る
世
帯

小
学
生
の
い
る
世
帯

中
学
生
の
い
る
世
帯

１
５
歳
以
上
１
８
歳
未
満

（
中
学
生

を
除
く

）
の
い
る
世
帯

１
８
歳
以
上
６
５
歳
未
満
の
い
る
世

帯 ６
５
歳
以
上
の
い
る
世
帯

無
回
答

１
８
歳
未
満
の
い
る
世
帯

６
５
歳
以
上
だ
け
の
世
帯

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

※集計結果を
基に再集計

0.8 0.0 0.0 0.8 

36.6 

52.0 

32.5 

1.6 

30.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

11.4 

35.8 

13.0 
6.5 

0.0 0.0 0.8 0.0 

32.5 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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３－３－６ 川俣町内での今後の生活において必要な支援 

【問８で「１.山木屋地区に帰還している」「２.山木屋地区以外の川俣町内に転居している」と回答 

した方にうかがいます。】 

問１１ 今後の生活においてどのような支援が必要と考えますか。（○はいくつでも） 

＜図表３－３－６ 川俣町内での今後の生活において必要な支援（年齢別）＞ 

 
  

全　体 １０～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

n=123 n=0 n=1 n=3 n=11 n=52 n=54

医療、介護福祉施設の再開や新
設

公共交通機関の充実

更なる放射線量の低減

商業施設の再開、充実

更なる防犯防火対策の強化

営農・事業再開への継続的支援

子ども・高齢者などに対する見守
り活動の充実

携帯電話やインターネットなど通
信環境の改善

雇用確保・就業サポート

町内コミュニティ活動・生涯学習の
機会

放射線リスクコミュニケーションの
充実

教育、保育環境の整備

その他

無回答

59.3

48.8

40.7

37.4

37.4

34.1

33.3

21.1

19.5

19.5

14.6

10.6

4.1

7.3

0% 50% 100% 0% 50% 100%

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

0.0

100.0

100.0

0.0

100.0

100.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

33.3

66.7

0.0

33.3

0.0

0.0

66.7

33.3

33.3

33.3

0.0

33.3

0.0

0.0

0% 50% 100%

45.5

36.4

63.6

27.3

36.4

18.2

27.3

27.3

27.3

9.1

27.3

9.1

9.1

18.2

0% 50% 100%

50.0

42.3

34.6

46.2

34.6

38.5

17.3

21.2

23.1

17.3

15.4

9.6

3.8

9.6

0% 50% 100%

70.4

55.6

40.7

29.6

38.9

33.3

48.1

16.7

11.1

22.2

9.3

7.4

3.7

3.7

0% 50% 100%
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３－３－７ 現在の居住自治体〔川俣町外に転出した方〕 

【問８で「３.川俣町外に転出している」と回答した方にうかがいます。】 

問１２ 現在お住まいの自治体を教えてください。（○は１つ） 

＜図表３－３－７ 現在の居住自治体〔川俣町外に転出した方〕＞ 

 

３－３－８ 現在の住居形態〔川俣町外に転出した方〕 

【問８で「３.川俣町外に転出している」と回答した方にうかがいます。】 

問１３ 現在お住まいになっている住宅はどのような住居形態ですか。（○は１つ） 

＜図表３－３－８ 現在の住居形態〔川俣町外に転出した方〕＞ 

 
  

n=42

い
わ
き
市

相
馬
市

南
相
馬
市

福
島
市

郡
山
市

白
河
市

須
賀
川
市

二
本
松
市

田
村
市

伊
達
市

本
宮
市

桑
折
町

三
春
町

会
津
若
松
市

福
島
県
内
の
そ
の
他
の
市
町
村

福
島
県
外

無
回
答

2.4 2.4 0.0 

69.0 

0.0 0.0 0.0 
4.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 0.0 
7.1 

11.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全　体

(%)

無回答

民間賃貸住宅

（集合住宅）

給与住宅

（社宅、公務員宿舎など） 親戚・知人宅

持ち家

（一戸建）

公営住宅

（復興公営住宅を含む）

家族のどなたかの

お住まい・実家 その他

81.0 2.4 2.4 2.4 4.8 2.4 2.4 2.4

凡 例

n=42

〔その他〕

持ち家（集合住宅） -

民間賃貸住宅（一戸建） -
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３－３－９ 現在の世帯構成・人数〔川俣町外に転出した方〕 

【問８で「３.川俣町外に転出している」と回答した方にうかがいます。】 

問１４ 「現在」、あなたを含めて一緒に住んでいる方の人数を教えてください。あなた自身を 

含めて、「現在の」年齢・学齢にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答） 

＜図表３－３－９ 現在の世帯構成・人数〔川俣町外に転出した方〕＞ 

 

  

n=42 n=42

未
就
学
児

（
小
学
校
入
学
前

）
の
い

る
世
帯

小
学
生
の
い
る
世
帯

中
学
生
の
い
る
世
帯

１
５
歳
以
上
１
８
歳
未
満

（
中
学
生

を
除
く

）
の
い
る
世
帯

１
８
歳
以
上
６
５
歳
未
満
の
い
る
世

帯 ６
５
歳
以
上
の
い
る
世
帯

無
回
答

１
８
歳
未
満
の
い
る
世
帯

６
５
歳
以
上
だ
け
の
世
帯

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

※集計結果を
基に再集計

11.9 9.5 

0.0 
4.8 

85.7 

52.4 

2.4 

19.0 
11.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

14.3 

26.2 23.8 

14.3 
7.1 9.5 

2.4 0.0 2.4 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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３－３－１０ 川俣町外に転出している理由 

【問８で「３.川俣町外に転出している」と回答した方にうかがいます。】 

問１５ 川俣町外に転出している理由はどのようなことですか。（○はいくつでも） 

＜図表３－３－１０ 川俣町外に転出している理由（年齢別）＞ 

 

全　体 １０～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

n=42 n=2 n=5 n=7 n=5 n=10 n=12

放射線量が低下せず不安だ
から

飲用水などの生活用水の安
全性に不安があるから

原子力発電所の安全性に不
安があるから

医療環境に不安があるから

山木屋地区外への移動交通
が不便だから

介護・福祉サービスに不安が
あるから

営農などができそうにないか
ら

生活に必要な商業施設などが
元に戻りそうにないから

山木屋地区に戻っても仕事が
なさそうだから

山木屋地区での事業の再開
が難しいから

家が汚損・劣化し、住める状
況ではないから

道路などの交通インフラに不
安があるから

保育・教育環境に不安がある
から

転出先の方が、生活利便性が
高いから

すでに生活基盤ができている
から

高齢者・要介護者のいる世帯
なので生活が不安だから

転出先で仕事を見つけている
から

鳥獣による被害が心配だから

震災前の山木屋地区に戻る
のに時間がかかるから

子供の遊び場（屋内・屋外）が
無いから

他の住民も戻りそうにないから

今の環境で子どもの教育を継
続させたいから

防災・防犯に関して不安があ
るから

その他

無回答

【
今

後

の

生

活
に

関

わ

る

も

の

】

【
山

木

屋

地

区
の

復

旧

状

況

に

関

わ

る

も

の

】

【
帰

還

の

前

提
・

健

康

に

関

わ

る

も
の

】

26.2

23.8

21.4

35.7

26.2

26.2

21.4

21.4

19.0

14.3

11.9

7.1

7.1

38.1

38.1

16.7

16.7

14.3

14.3

9.5

9.5

9.5

7.1

4.8

14.3

0% 50% 100%

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

40.0

20.0

40.0

0.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

40.0

0.0

40.0

0.0

0.0

20.0

20.0

20.0

20.0

0.0

40.0

0% 50% 100%

28.6

42.9

14.3

57.1

57.1

28.6

14.3

57.1

42.9

14.3

28.6

28.6

0.0

71.4

57.1

57.1

14.3

14.3

28.6

14.3

14.3

14.3

0.0

0.0

14.3

0% 50% 100%

40.0

40.0

20.0

40.0

40.0

40.0

20.0

60.0

20.0

0.0

20.0

0.0

0.0

40.0

40.0

20.0

20.0

20.0

20.0

0.0

20.0

0.0

0.0

20.0

0.0

0% 50% 100%

20.0

20.0

30.0

50.0

0.0

50.0

30.0

20.0

20.0

30.0

0.0

0.0

10.0

30.0

40.0

10.0

10.0

10.0

20.0

10.0

10.0

10.0

20.0

0.0

10.0

0% 50% 100%

16.7

16.7

16.7

33.3

33.3

16.7

25.0

0.0

16.7

16.7

16.7

8.3

8.3

33.3

8.3

8.3

0.0

25.0

8.3

8.3

0.0

0.0

0.0

8.3

16.7

0% 50% 100%
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３－３－１１ 山木屋地区との「つながり」を保ちたいか 

〔川俣町外へ転出した方〕 

【問８で「３.川俣町外に転出している」と回答した方にうかがいます。】 

問１６ 山木屋地区との“つながり”を保ちたいと思いますか。（○は１つ） 

＜図表３－３－１１ 山木屋地区との「つながり」を保ちたいか〔川俣町外へ転出した方〕（年齢別）＞ 

 

  

全　体

(%)

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

そう思う わからない そう思わない 無回答

38.1

50.0

80.0

14.3

20.0

40.0

33.3

50.0

50.0

20.0

71.4

80.0

40.0

50.0

9.5

14.3

20.0

8.3

2.4

8.3

凡 例

n=42

n=2

n=5

n=7

n=5

n=10

n=12
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３－３－１２ 山木屋地区との「つながり」を保つために必要な施策 

〔川俣町外へ転出した方〕 

【問１６で「１．そう思う」と回答した方にうかがいます。】 

問１６－１ 山木屋地区との“つながり”を保つためにどのような施策が必要とお考えですか。 

（○はいくつでも） 

＜図表３－３－１２ 山木屋地区との「つながり」を保つために必要な施策 

〔川俣町外へ転出した方〕（年齢別）＞ 

 

  

全　体 １０～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

n=16 n=1 n=4 n=1 n=1 n=4 n=4

情報発信の充実

住民参加行事の充実

地域づくりへの参加機会の創出

地区内での宿泊施設、交流施設
の充実

地区内で働く場の整備

その他

75.0

43.8

37.5

25.0

18.8

0.0

0% 50% 100%

100.0

0.0

0.0

100.0

100.0

0.0

0% 50% 100%

50.0

75.0

25.0

0.0

25.0

0.0

0% 50% 100%

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

100.0

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

75.0

25.0

50.0

50.0

25.0

0.0

0% 50% 100%

100.0

25.0

25.0

25.0

0.0

0.0

0% 50% 100%
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３－３－１３ 現在の居住自治体〔避難を継続している方〕 

【問７で「２.避難を継続している」と回答した方にうかがいます。】 

問１７ 現在お住まいの自治体を教えてください。（○は１つ） 

＜図表３－３－１３ 現在の居住自治体〔避難を継続している方〕＞ 

 

３－３－１４ 現在の住居形態〔避難を継続している方〕 

【問７で「２.避難を継続している」と回答した方にうかがいます。】 

問１８ 現在お住まいになっている住宅はどのような住居形態ですか。（○は１つ） 

＜図表３－３－１４ 現在の住居形態〔避難を継続している方〕＞ 

 

  

n=81

い
わ
き
市

相
馬
市

南
相
馬
市

福
島
市

郡
山
市

白
河
市

須
賀
川
市

二
本
松
市

田
村
市

伊
達
市

本
宮
市

桑
折
町

川
俣
町

（
山
木
屋
地
区
以
外

）

三
春
町

会
津
若
松
市

福
島
県
内
の
そ
の
他
の
市
町
村

福
島
県
外

無
回
答

0.0 0.0 0.0 

40.7 

4.9 
0.0 0.0 

8.6 
1.2 0.0 1.2 0.0 

29.6 

0.0 1.2 1.2 0.0 

11.1 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全　体

(%)

応急仮設住宅

（プレハブ型。無償）

公営住宅

（復興公営住宅も含む。

有償）

給与住宅

（社宅、公務員宿舎など） 親戚・知人宅 その他

応急仮設住宅

（民間住宅・公営住宅など

の借り上げ型。無償）

民間賃貸住宅

（有償）

家族のどなたかの

お住まい・実家

持ち家

（ご本人または

ご家族所有） 無回答

3.7 8.6 13.6 9.9 1.2 6.2 1.2 46.9 8.6

凡 例

n=81
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３－３－１５ 現在の世帯構成・人数〔避難を継続している方〕 

【問７で「２.避難を継続している」と回答した方にうかがいます。】 

問１９ 「現在」、あなたを含めて一緒に住んでいる方の人数を教えてください。あなた自身を 

含めて、「現在の」年齢・学齢にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答） 

＜図表３－３－１５ 現在の世帯構成・人数〔避難を継続している方〕＞ 

 

  

n=81 n=81

未
就
学
児

（
小
学
校
入
学
前

）
の
い

る
世
帯

小
学
生
の
い
る
世
帯

中
学
生
の
い
る
世
帯

１
５
歳
以
上
１
８
歳
未
満

（
中
学
生

を
除
く

）
の
い
る
世
帯

１
８
歳
以
上
６
５
歳
未
満
の
い
る
世

帯 ６
５
歳
以
上
の
い
る
世
帯

無
回
答

１
８
歳
未
満
の
い
る
世
帯

６
５
歳
以
上
だ
け
の
世
帯

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人
以
上

無
回
答

※集計結果を
基に再集計

13.6 
9.9 

1.2 
4.9 

69.1 

53.1 

7.4 

21.0 23.5 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

27.2 
19.8 

14.8 
11.1 12.3 

3.7 1.2 2.5 
7.4 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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３－４ 将来の意向 

３－４－１ 山木屋地区への帰還意向 

【問７で「２.避難を継続している」と回答した方にうかがいます。】 

問２０ 山木屋地区への帰還について、現時点でどのようにお考えですか。（○は１つ） 

＜図表３－４－１－１ 山木屋地区への帰還意向（年齢別）＞ 

 
  

全　体

(%)

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

戻りたいと考えている

（将来的な希望も含む） まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答

21.0

40.0

30.8

23.8

23.1

27.2

22.2

20.0

23.1

38.1

26.9

43.2

80.0

66.7

20.0

46.2

28.6

42.3

8.6

20.0

11.1

20.0

9.5

7.7

凡 例

n=81

n=5

n=9

n=5

n=13

n=21

n=26
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＜図表３－４－１－２ 山木屋地区への帰還意向（震災発生当時の住まいの行政区別）＞ 

 

  

全　体
(%)

１区

甲２区

乙２区

３区

４区

５区

６区

７区

甲８区

乙８区

９区

戻りたいと考えている

（将来的な希望も含む） まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答

21.0

33.3

8.3

50.0

33.3

50.0

12.5

28.6

25.0

28.6

11.1

11.1

27.2

33.3

25.0

25.0

25.0

25.0

14.3

25.0

14.3

44.4

22.2

43.2

66.7

25.0

33.3

25.0

62.5

57.1

50.0

42.9

33.3

44.4

8.6

33.3

33.3

14.3

11.1

22.2

凡 例

n=81

n=3

n=12

n=4

n=3

n=4

n=8

n=7

n=4

n=7

n=18

n=9
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３－４－２ 山木屋地区への帰還時期 

【問２０で「１.戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した方にうかがいます。】 

問２１ 山木屋地区へ戻る時期を教えてください。（○は１つ） 

＜図表３－４－２ 山木屋地区への帰還時期（年齢別）＞ 

 
  

全　体

(%)

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

すぐに戻りたい（１年以内） ３年以内に戻りたい ５年以内に戻りたい １０年以内に戻りたい

時期は決めていないが

いずれ戻りたい

35.3

25.0

20.0

66.7

23.5

50.0

40.0

41.2

100.0

25.0

40.0

33.3

凡 例

n=17

n=0

n=0

n=2

n=4

n=5

n=6
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３－４－３ 山木屋地区への帰還時期を検討・希望している理由 

【問２０で「１.戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した方にうかがいます。】 

問２１－１ 問２１で選択した帰還時期を検討・希望しているのは、どのような理由からですか。 

      ご自由にお書きください。 

＜山木屋地区への帰還時期を検討・希望している理由の主な意見＞ 

【すぐに戻りたい（１年以内）】 

・ 産まれ育だった故郷で生活をしたい。（５０代） 

・ 自宅建築中です。完成したら準備出来次第もどります。（６０代） 

・ 来年の三月までに。（７０代以上） 

・ 山木屋の自宅に帰る準備は出来ている。妻の健康状態が良くなればすぐに戻る。（７０代以

上） 

・ すぐに戻りたいけど未工場の方の整理が終わってないので今準備中で業者の都合もありま

ので急いで居ります。（７０代以上） 

・ 自宅が心配である。田畑の状況が心配である。（７０代以上） 

【３年以内に戻りたい】 

・ 家を新築中と、実家を継ぐため。地元で事業（将来のため）を、考えてる。（５０代） 

・ 家の前の国道の拡複工事と家の修復工事が終らないと戻れない。（６０代） 

・ ①今、現在、仕亊やっているので終りしだい戻る予定です。②今、現在、今年の３月から

週３～４日は、戻って農作業しています。会社の仕事は、週２日ぐらいなので山木屋にい

る方が長いです。（６０代） 

【時期は決めていないがいずれ戻りたい】 

・ 原子炉から燃料棒が搬出されてない為と放射線量？（６０代） 

・ 井戸掘削後、飲用水に不安がある為。（７０代以上） 
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３－４－４ 山木屋地区へ帰還する場合の家族 

【問２０で「１.戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した方にうかがいます。】 

問２２ 戻る場合に家族の全員か一部かについて教えてください。（○は１つ） 

＜図表３－４－４ 山木屋地区へ帰還する場合の家族（年齢別）＞ 

 
  

全　体

(%)

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

家族全員での

帰還を考えている

家族一部での

帰還を考えている 現在検討しているところ まだわからない 無回答

35.3

50.0

40.0

50.0

47.1

75.0

60.0

33.3

11.8

50.0

25.0

5.9

16.7

凡 例

n=17

n=0

n=0

n=2

n=4

n=5

n=6
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３－４－５ 山木屋地区へ帰還する場合に希望する住居形態 

【問２０で「１.戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した方にうかがいます。】 

問２３ 帰還する場合のお住まいは、どのような形態を希望しますか。（○は１つ） 

＜図表３－４－５ 山木屋地区へ帰還する場合に希望する住居形態＞ 

 

３－４－６ 山木屋地区へ帰還する場合に元の持ち家以外を希望する理由 

【問２３で「５.山木屋の自宅とは別の場所に新たに一戸建の持ち家を建てたい」「６.山木屋の 

自宅とは別の場所に分譲集合住宅を購入したい」と回答した方にうかがいます。】 

問２３－１ 山木屋の元の持ち家以外とした理由は、何ですか。（○はいくつでも） 

＜図表３－４－６ 山木屋地区へ帰還する場合に元の持ち家以外を希望する理由＞ 

  

全　体

(%)

元の山木屋の持ち家（自宅）

（建て替える場合を含む）

山木屋の自宅とは別の場所に

新たに一戸建の持ち家を建てたい その他 無回答

82.4 5.9 5.9 5.9

凡 例

n=17

〔その他〕

民間賃貸住宅（一戸建） -

民間賃貸住宅（集合住宅） -

公営住宅 -

山木屋の自宅とは別の場所に分譲集合住宅を購入したい -

給与住宅（社宅など） -

家族のどなたかのお住まい・実家 -

親戚・知人宅 -

現時点では判断できない -

n=1

元
の
山
木
屋
の
持
ち
家

（
自
宅

）
周
辺
の

放
射
線
量
の
高
さ
が
心
配
だ
か
ら

元
の
山
木
屋
の
持
ち
家

（
自
宅

）
周
辺
に

住
む
人
が
少
な
い
と
思
う
か
ら

元
の
山
木
屋
の
持
ち
家

（
自
宅

）
が
荒
廃

し
て
い
る
か
ら

そ
の
他

0.0 0.0 0.0 

100.0 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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３－４－７ 山木屋地区に帰還する場合に今後の生活において必要な支援 

【問２０で「１.戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した方にうかがいます。】 

問２４ 山木屋地区に帰還する場合に、今後の生活においてどのような支援が必要と考えますか。 

（○はいくつでも） 

＜図表３－４－７ 山木屋地区に帰還する場合に今後の生活において必要な支援（年齢別）＞ 

 
  

全　体 １０～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

n=17 n=0 n=0 n=2 n=4 n=5 n=6

医療、介護福祉施設の再開や新
設

公共交通機関の充実

営農・事業再開への継続的支援

更なる放射線量の低減

商業施設の再開、充実

携帯電話やインターネットなど通
信環境の改善

更なる防犯防火対策の強化

放射線リスクコミュニケーションの
充実

町内コミュニティ活動・生涯学習の
機会

子ども・高齢者などに対する見守
り活動の充実

教育、保育環境の整備

雇用確保・就業サポート

その他

無回答

88.2

70.6

64.7

52.9

41.2

23.5

17.6

17.6

17.6

17.6

11.8

11.8

0.0

5.9

0% 50% 100% 0% 50% 100% 0% 50% 100%

100.0

100.0

0.0

50.0

100.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

75.0

25.0

100.0

25.0

50.0

75.0

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

25.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

80.0

80.0

60.0

60.0

20.0

0.0

40.0

40.0

40.0

20.0

20.0

20.0

0.0

20.0

0% 50% 100%

100.0

83.3

66.7

66.7

33.3

0.0

16.7

16.7

16.7

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%
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３－４－８ 山木屋地区への帰還を判断するために必要なこと 

【問２０で「２.まだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 

問２５ 山木屋地区へ戻ることを判断するために必要なことを教えてください。（○はいくつでも） 

＜図表３－４－８ 山木屋地区への帰還を判断するために必要なこと（年齢別）＞ 

 

  

全　体 １０～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

n=22 n=0 n=2 n=1 n=3 n=8 n=7

医療機関の充実

商業施設の充実

鉄道など公共交通機関の充実

どの程度の住民が戻るかの状況

原子力発電所の安全性に関する
情報（事故収束や廃炉の状況）

放射線量の低下の見通し、除染
成果の状況

働く場の確保の見通し

有害鳥獣対策の強化

介護・福祉施設の充実

放射線の人体への影響に関する
情報

中間貯蔵施設の情報

保育・教育環境の充実

公営住宅・居住環境の整備

住宅確保への支援に関する情報

その他

現時点で家族間の意見が分かれ
ており、帰還意向について回答で
きない

現時点ではどのような情報があれ
ば判断できるかわからない

無回答

50.0

50.0

40.9

40.9

36.4

27.3

27.3

27.3

22.7

18.2

9.1

4.5

0.0

0.0

4.5

0.0

0.0

9.1

0% 50% 100% 0% 50% 100%

100.0

0.0

0.0

50.0

0.0

50.0

100.0

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

33.3

33.3

33.3

33.3

100.0

33.3

0.0

33.3

0.0

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

50.0

75.0

50.0

50.0

25.0

37.5

25.0

25.0

37.5

12.5

12.5

12.5

0.0

0.0

12.5

0.0

0.0

12.5

0% 50% 100%

57.1

57.1

57.1

42.9

28.6

14.3

14.3

28.6

14.3

14.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

14.3

0% 50% 100%
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３－４－９ 山木屋地区との「つながり」を保ちたいか 

〔帰還の判断がまだつかない方〕 

【問２０で「２.まだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 

問２６ 山木屋地区との“つながり”を保ちたいと思いますか。（○は１つ） 

＜図表３－４－９ 山木屋地区との「つながり」を保ちたいか〔帰還の判断がまだつかない方〕（年齢別）＞ 

 

  

全　体

(%)

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

そう思う わからない そう思わない 無回答

45.5

100.0

66.7

25.0

57.1

45.5

100.0

62.5

42.9

4.5

33.3

4.5

12.5

凡 例

n=22

n=0

n=2

n=1

n=3

n=8

n=7
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３－４－１０ 山木屋地区との「つながり」を保つために必要な施策 

〔帰還の判断がまだつかない方〕 

【問２６で「１.そう思う」と回答した方にうかがいます。】 

問２６－１ 山木屋地区との“つながり”を保つためにどのような施策が必要とお考えですか。 

（○はいくつでも） 

＜図表３－４－１０ 山木屋地区との「つながり」を保つために必要な施策 

〔帰還の判断がまだつかない方〕（年齢別）＞ 

 

  

全　体 １０～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

n=10 n=0 n=0 n=1 n=2 n=2 n=4

地域づくりへの参加機会の創出

情報発信の充実

住民参加行事の充実

地区内で働く場の整備

地区内での宿泊施設、交流施設
の充実

その他

60.0

60.0

50.0

40.0

10.0

0.0

0% 50% 100% 0% 50% 100% 0% 50% 100%

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

100.0

50.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

100.0

50.0

50.0

100.0

50.0

0.0

0% 50% 100%

50.0

100.0

25.0

25.0

0.0

0.0

0% 50% 100%
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３－４－１１ 山木屋地区に帰還しない理由 

【問２０で「３.戻らないと決めている」と回答した方にうかがいます。】 

問２７ 戻らないと決めている理由はどのようなことですか。（○はいくつでも） 

＜図表３－４－１１ 山木屋地区に帰還しない理由（年齢別）＞ 

 
  

全　体 １０～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

n=35 n=4 n=6 n=1 n=6 n=6 n=11

放射線量が低下せず不安だ
から

原子力発電所の安全性に不
安があるから

飲用水などの生活用水の安
全性に不安があるから

医療環境に不安があるから

介護・福祉サービスに不安が
あるから

生活に必要な商業施設などが
元に戻りそうにないから

山木屋地区に戻っても仕事が
なさそうだから

山木屋地区外への移動交通
が不便だから

家が汚損・劣化し、住める状
況ではないから

道路などの交通インフラに不
安があるから

保育・教育環境に不安がある
から

営農などができそうにないか
ら

山木屋地区での事業の再開
が難しいから

避難先の方が、生活利便性が
高いから

すでに生活基盤ができている
から

高齢者・要介護者のいる世帯
なので生活が不安だから

鳥獣による被害が心配だから

震災前の山木屋地区に戻る
のに時間がかかるから

避難先で仕事を見つけている
から

今の環境で子どもの教育を継
続させたいから

他の住民も戻りそうにないから

防災・防犯に関して不安があ
るから

子供の遊び場（屋内・屋外）が
無いから

その他

【
山

木

屋

地

区
の

復

旧

状

況

に

関

わ

る

も

の

】

【
帰

還

の

前

提
・

健

康

に

関

わ

る

も
の

】

【
今

後

の

生

活
に

関

わ

る

も

の

】

31.4

25.7

22.9

40.0

37.1

31.4

28.6

28.6

22.9

20.0

17.1

11.4

8.6

54.3

54.3

28.6

25.7

25.7

25.7

25.7

20.0

20.0

14.3

14.3

0% 50% 100%

0.0

75.0

75.0

50.0

25.0

75.0

50.0

50.0

25.0

0.0

50.0

0.0

25.0

75.0

75.0

25.0

50.0

50.0

25.0

25.0

25.0

50.0

0.0

25.0

0% 50% 100%

33.3

0.0

16.7

50.0

66.7

66.7

33.3

50.0

33.3

50.0

50.0

0.0

16.7

66.7

83.3

0.0

33.3

0.0

66.7

50.0

33.3

33.3

66.7

16.7

0% 50% 100%

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

66.7

16.7

50.0

50.0

66.7

33.3

50.0

33.3

33.3

16.7

16.7

16.7

0.0

66.7

66.7

33.3

16.7

33.3

33.3

33.3

33.3

16.7

16.7

0.0

0% 50% 100%

33.3

50.0

0.0

50.0

16.7

33.3

33.3

16.7

0.0

16.7

0.0

33.3

16.7

33.3

50.0

16.7

50.0

66.7

16.7

33.3

33.3

0.0

0.0

16.7

0% 50% 100%

27.3

18.2

9.1

18.2

27.3

0.0

9.1

18.2
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３－４－１２ 山木屋地区に帰還しない場合に居住を希望する自治体 

【問２０で「３.戻らないと決めている」と回答した方にうかがいます。】 

問２８ 帰還しない場合に、今後、居住を希望する（既に居住している場合を含む）自治体はどちら 

ですか。その自治体を教えてください。（○は１つ） 

＜図表３－４－１２ 山木屋地区に帰還しない場合に居住を希望する自治体＞ 

 

３－４－１３ 山木屋地区に帰還しない場合に今後の住まいとして 

希望する住居形態 

【問２０で「３.戻らないと決めている」と回答した方にうかがいます。】 

問２９ 帰還しない場合に、今後のお住まいとして、希望する（既に居住している場合を含む）住宅は 

どのような形態ですか。（○は１つ） 

＜図表３－４－１３ 山木屋地区に帰還しない場合に今後の住まいとして希望する住居形態＞ 
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３－４－１４ 山木屋地区に帰還しない場合に今後の生活において 

必要な支援 

【問２０で「３.戻らないと決めている」と回答した方にうかがいます。】 

問３０ 震災発生当時に居住されていた山木屋地区に戻らない場合に、今後の生活においてどのような 

支援を求めますか。（○はいくつでも） 

＜図表３－４－１４ 山木屋地区に帰還しない場合に今後の生活において必要な支援（年齢別）＞ 
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３－４－１５ 山木屋地区との「つながり」を保ちたいか 

〔戻らないと決めている方〕 

【問２０で「３.戻らないと決めている」と回答した方にうかがいます。】 

問３１ 山木屋地区との“つながり”を保ちたいと思いますか。（○は１つ） 

＜図表３－４－１５ 山木屋地区との「つながり」を保ちたいか〔戻らないと決めている方〕（年齢別）＞ 
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３－４－１６ 山木屋地区との「つながり」を保つために必要な施策 

〔戻らないと決めている方〕 

【問３１で「１.そう思う」と回答した方にうかがいます。】 

問３１－１ 山木屋地区との“つながり”を保つためにどのような施策が必要とお考えですか。 

（○はいくつでも） 

＜図表３－４－１６ 山木屋地区との「つながり」を保つために必要な施策 

〔戻らないと決めている方〕（年齢別）＞ 
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３－５ 意見・要望 
問３２ 町の復興に対して、日頃お感じになっているお気持ちや、今後のあなたの展望、 

国、県、町への要望などをご自由にお書きください。 

 

 国や自治体への要望、復興に対する展望や気持ちなどについて、８１世帯から回答があった。 

ここでは、記入された回答を下記項目に分類し、代表的なものを抜粋して掲載する。 

※掲載する文書は原文を基本とするが、固有名詞が含まれている場合や長文の場合などは、一部省略している。 

※一世帯の回答の内容が、複数のテーマにわたる場合は、それぞれの項目へ分類している。  

●生活について ●除染について

・元の生活に戻ることについてのあきらめ ・除染作業の意識について

・現在の生活について ・除染作業の効果などについて

・将来の生活に関する考えについて ・除染産廃物の処理について

・将来の生活の健康に関する不安について

・将来の生活の仕事・学業に関する不安について

・生活（再建）支援について

●震災発生前の居住地について ●復旧・復興について

・自宅の再建・改築・解体について ・復旧・復興の遅れ、長期化について

・元の住居や土地等の管理・処分について ・復旧・復興の進め方（地域の開発、再編、その他）について

・ライフライン・インフラの整備について

・社会福祉施設の整備について

・医療施設の復興・充実について

・学校の復興・充実について

・商業の復興・充実について

・住民の参加・自助努力について

・早期の原状回復・復興実現について

●賠償について ●原発事故に対する対応について

・賠償内容・方法について ・行政や東電の対応について

・情報の開示・発信について

●帰還について ●その他

・帰還しない ・行政に対する謝意、励まし

・帰還に関する施策について ・その他

●避難期間中及び将来の住宅について

・借上げ住宅について
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３－５－１ 意見に係る記入内容の分類結果 

＜図表３－５－１ 意見に係る記入内容の分類結果＞ 
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３－５－２ 生活について 

＜図表３－５－２ 生活についての意見＞ 

 

上位項目について主な意見は以下のとおり。 

【生活（再建）支援について】 

・ 健康管理のための健康診断は続けていってほしいと思う。（３０代） 

・ 働く場所と商業資設を充実させて欲しい（３０代） 
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【将来の生活に関する考えについて】 

・ 国道１１４号線の改良工事計画に元の家の宅地がかかるため取付道路等色ゝの条件から別の場所への選

択をしました。計画が出された時点でくわしい内容が知りたく町に出向き、問い合わせた所、わからな

いとの返答。せっぱつまった状態で井戸も掘削してしまい、使用不能に…。農地を転用し着工、ようや

く完成間近に、井戸も関係各位の皆様の努力により新たに掘削して頂き使用可能に。ありがとうござい

ました。待ちに待ったふるさとへの帰還喜びの反面不安も…。治安の維持といのしし対策をせつにお願

いします。余生は健康で過ごせる事が、希望です。（６０代） 

・ 帰還したが、生活の不安はある。医療や商施設の充実をお願いしたい。（６０代） 

・ 震災前は野菜を作って生活していたが、戻ったとしても土地を耕すことからはじめなくちゃなので体が

ついていかない。車もなく公共交通機関を頼るしかないので、戻って生活するという想像ができない。

生活にとても不安がある。除染して、放射線量が下がったから、元に戻る訳ではない。（７０代以上） 

 

【元の生活に戻ることについてのあきらめ】 

・ 山木屋自分の古里がなくなるのはかなしいですがしかたないと思います。山木屋は良い所ですがくらす

のにはふべんです。川俣町にとっても山木屋はおにもつだと思いますので、川俣町内にひっこしさせて

あげてまとめた方が良いと思います。（４０代） 

・ なぜ避難させられたのか？まだ追加線量があるのに帰還するのですか？この７年で失った事が大きすぎ

る。荒れた田・畑・庭、半分になった部落の世帯、３分の１の人になった。戻って何をしますか？避難

してそこに馴染めますか？今後は不明です。（５０代） 

 

【現在の生活について】 

・ 父は一番先に山木屋の家に戻るつもりでした。しかし、癌になり、福島市内に居るしかありませんでし

た。生前父は「ふるさとはいいな～、生まれた所だから」と言っていました。知らない土地で最後を迎

えてしまった父にとって、これからの山木屋はどう先に進んで行くのか、今となっては、ふるさと山木

屋は近くて遠い所になってしまったと思います。結局、父のお墓は福島市内に造りました。（４０代） 

・ 長年酪農をやってきましたが、この事故にてすべてが失い考えました。すぐに働き場所をと町のシルバ

ー人材センターに行き今の福祉である川俣ホームの送迎をすることになり今もやっております。朝・夕

だけの仕事なので日中は造園の方もやっております。今後の農業やるためにも農地を荒してはと息子達

はやっていますが、山木屋の農業なくしては町としても、だげきと考えております。ぜひ今後とも若い

人達が山木屋に戻って農業出来る施策をこうじていただきたいと考えます。宜しくお願い致します。

（７０代以上） 
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３－５－３ 復旧・復興について 

＜図表３－５－３ 復旧・復興についての意見＞ 

 

上位項目について主な意見は以下のとおり。 

【復旧・復興の進め方（地域の開発、再編、その他）について】 

・ 震災当時から７年以上の時が経過した今でも、震災前の山木屋での生活をよく思い出してしまいます。

生まれた時からずっと暮らしていた、思い出の場所であり自然豊かなすばらしい所であるためできるこ

とならまた住みたいと思うことがあります。しかし、現状では働く場所も少なく給与も多くありませ

ん。生活の利便性としても、買い物をする所が無かったり、交通の便が良くありません。若者が集まり

たい、行ってみたいというようなスポットが無いためとても不便に感じてしまいます。だからこそ、今

後の山木屋は若者を中心に住みたい、働きたい、行ってみたい、と思うような場所にしてほしいです。

人の温かい地域で伝統芸能のある所を活かしてほしいと思っています。現在、私は東京に就職し世帯を

持ちました。将来的には、２～３年の内に福島に転職し、子育てをしていきたいと考えています。です

ので、生活の基盤のためにも若者の働らく場所を増やしてください。大好きな山木屋を良い形で発展し

残していってほしいと思います。よろしくお願いします。（２０代） 

・ 国や県は、復興事業と処して、大型公共事業ばかりに手を出すのでなくて、もっと中小企業個人事業者

などに目を向けて諸施策に取り組んで頂だきたいです。（６０代） 

・ 原発事故後８年が過きようとしてます。復興のぎざしはみえておりますが、私の所は除染がまだ完了し

ていない。農業の再開もいつになるか不安です。又、避難解除になり戻った人は高令者ばかりでは不安

が増すばかり。若い者が戻って生活の出来る施策を望みます。（７０代以上） 
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【ライフライン・インフラの整備について】 

・ 生活の不便、子育て環境に不安、元の山木屋での生活をできるよう考え働いてほしい。（２０代） 

・ ケイタイ電話の電波が悪くて両親に連絡を取る時、すごく困る！！早く直して欲しい！！（２０代） 

・ 作業車などのマナーが悪く、スピードの出し過ぎ、最低でも川俣町の会社は、法定速度を守らなければ

ならないのでは？とんやの郷での荷物を出せれる様にしてもらいたい。（ヤマト、佐川など）ポストが

今だに使用出来無い。（使用出来無いのなら、撤去）パトロール隊は、同じ時間帯に同じ所をパトロー

ルしているのが無駄では？（３０代） 

・ 山木屋にはガソリンスタンドが無いのでスタンドを復興してほしいそれも他よりも安くなければならな

いそれを無くしてなにが復興と言え様か！！（６０代） 

・ 高齢者が多い地区なので、２０代～４０代くらいの若い人達が地元に帰って地区を盛り上げる環境を作

ってほしい。・高齢者が運転免許証を返還すると、病院に通ったり、町に用事がある場合バスなどの交

通機関がないと不自由になるので、充実した時間と乗物で対応してほしい。（７０代以上） 

 

【社会福祉施設の整備について】 

・ 先日、山木屋の小学校・中学校の特別学区の町内に係わる、子供たちも通学できるようにとあったが、

希望はしない。約３２４人が山木屋へ戻ったが、ほとんど高齢者。川俣町全体で４０％にも昇る。最も

重要なのは、医療・福祉の製備なのではないかと考える。柔軟な対応を求め、医療・福祉の整備しっか

りススめてほしい。（３０代） 

・ 町内からとんやの郷までのバス運行してほしい。（時刻表全戸配布）太鼓練習場に山木屋幼稚園を借し

てほしい。（６０代） 

・ 介護施設が少ないと感じています。避難により、家族が分断され、別の地で生活が初まっており、特に

若い世代は、育児もあり、帰還しないと決めている方も多いと聞きますが帰還した老人などもいずれ、

一人での生活が困難になると想定されます。その方達が、帰還した土地で生活できるよう介護施設の充

実が必要ではないかと考えます。高額な施設は空いていますが、通常の施設は待機人数が多く、先が見

通せない状況であると思います。（７０代以上） 

 

【早期の原状回復・復興実現について】 

・ 除汚などで昔、見た景色が見ることができなくなり、山木屋に帰っても帰ってきた感じがしなくなって

しまった。なので、なるべく元の景色をもどしてほしい。（２０代） 

・ 放射能を心配しないで住める状態にしてほしい。避難解除イコール安心して住める状態となっていな

い。除染した部分のみが生活空間と考えているなら間違いで若者が帰って来ない。来ない判断は正しい

と思う。人が住める状態には、ほど遠い状態であると思っている。だから作物をつくって食べる気にも

ならない。水が、土が、山が汚染された状態のままで、そこでつくった物が食べられるか。（５０代） 

・ 早く、整備・除染ハイキ物の移転を終えて頂き、静かな環境で暮したい。（６０代） 
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３－５－４ その他 

＜図表３－５－４ その他についての意見＞ 

 

上位項目について主な意見は以下のとおり。 

【元の住居や土地等の管理・処分について】 

・ 田、畑、家の回りの草刈。いのししのくじょ。（６０代） 

・ 現在山木屋にある農地（畑）が、ひどい状態（木、笹、ぬかるみ）道（川がえぐれて）橋もひどい状態

で、農地と言えないので雑地にしてもらえたい、町や県に言ってもやるなら自分で金かけてやれとのこ

と。これから税金がかかるようになるので、何も出来ない畑を、どうしても雑地にして、子や孫に残す

ことは出来ないと思って、なやんでいるところです。どうかよろしくお願いします。（７０代以上） 

・ 農地のふる活用に利用して下さい。草刈りに来る人達は水田の耕きに水でこまると言われます。復興最

重点政策と話ばかりで困る、Ｕ字溝水路工事、これだけは必ず入れて下さい。現在もたれ流しです。復

興大臣、渡辺様必ず実行して下さい。（７０代以上） 

・ 土地の有効利用方法と現在の建物の処分等高令により、ご支援頂きたい。（７０代以上） 

・ 使用してない畑や田の手いれを継続お願いしたい。（７０代以上） 

・ 広い山木屋の土地をいかしたい。（７０代以上） 
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【行政や東電の対応について】 

・ 書いてもムダ。国、県、町実行しないから！（５０代） 

・ 何を言ってもどうにもならない。生活してゆく為に全力でがんばるしかない。国県町どこを相手にして

もどこか的のはずれたことを推めているような気がする。期待しないことにした。（６０代） 

・ 帰還している者としては、今後の地域の運営について、一番ネックになっているのは、住所（居住地）

の問題である。山木屋地区に帰還していないのに、住所だけを山木屋に置いてある人が大部分である。

そのため、地域（行政区）の行事をしようにも、不具合が生じている。国の責任で早急に生活している

拠点に住所を移転するよう進めて欲しい。この問題は、これから将来に向けて、早期に復興を図る上で

重要な点である。（６０代） 

・ 冬、道路の除雪の件ですが、国道わ早く除雪するのですが、林道わ全然除雪していない事もあるので同

じく除雪してもらいたい。今現在部落住んでいる人、高齢者数人なので道路の整備、Ｕ字工の掃除など

全然できないのでこの様な問題が多く出ます。町わどの様思っていますか。山木屋全体の問題ですが、

部落での役員の問題があります。部落に若い人がいないので一人の人が沢山役員を引き受ける事になり

ます。（６０代） 

 

【行政に対する謝意・励まし】 

・ 日頃、さまざまな形でサポートして下っている関係者のみな様に対して、感謝の気持ちでいっぱいで

す。いま思うことは、山木屋の今後に対してどこまで展開していき発展させたいか？という国や県、町

の考えが知りたいということです。私の両親は山木屋に戻っており、おそらく今後もくらしていくと思

います。そうした中で、はなれてくらす私にとっては、生活が問題なくできるかはもちろん、孤立して

しまわない対策を考えてもらえているかというのは大きく心配にしているところです。（２０代） 

・ 川俣町役場の皆様には、いつも大変良くして下さっており、引き続きご支援いただきたくお願いいたし

ます。（４０代） 

・ 除染作業員の方々、見巡り隊には感謝してます。故郷で、のんびり生活できる様、努力します。（５０

代） 
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Ⅳ 参考資料 
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４－１ 使用調査票 
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